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ごあいさつ

当金庫は、昭和 7年 11月に、当時の産業組合法に基づいて、茅 ヶ崎町における庶民の金融機関として、地元の皆

様の強いこ＂要望と熱烈なご支援のもとに発足した茅ヶ崎 信 用組合がその前身であります。誕生以来ここに40年の

歳月を経るに至りましたが、その間、 制 度の基礎となった法制も、産業組合法 市街地信 用組合法 中小企

業等協同組合法――ー信用金庫法と移り変わ り、現在は、茅ヶ崎市、 寒 川町 を中心として地元の中小企業の方々や

勤労者など国民大衆の会員組織による 金 融機関として確固たる 基礎の上に立って堅実な歩みを続 けております。

顧みますと、組合創立のころは、わが国の経済界は不況のどん底にあり、その後、支那事変～第 2次世界大戦と

いう激動する世相と 、戦後の混乱と荒廃を経験し、幾多の困難を克服して今日の発展をみたわけでありますが、

会員各位の格別のご支援と歴代役職員一同の強い団結と努力により、内外諸情勢の変化にも対応しつ、充実発展

を遂げ、今日の茅ヶ崎 信 用金庫の基盤と信頼として結晶し、その発展を得るに至ったものでありまして 、揺藍時

代の模索と体験の稼み軍 ね、その後の経過等をふりかえってみますと、誠に感慨深いものがありますが、当金庫

をこれまでに築き上げた諸先輩のご労苦と、会貝皆様のご協力に対しましては、 心 から敬意と感謝の意を表する

次第であります。

つきましては、当金庫の40周年を迎えるにあたり、関係各位への感謝の気持を表わすとともに、当金庫の歴史の

一 端をふりかえりながら、信用金庫の意義とその使命の重要性を深く認識し 、 さらには金庫将来の発展に資する

ことといたしたい所存から、ここに40周年記念誌をご贈呈申し上げるものであります。

最近におけるわが国経済の著しい発展、社会情勢の激しい変化は、誠に目をみはるものがあります。 また、金融

機関をとりまく環境もいろいろときぴしいものがありますが、信用金庫はこれからも地元の繁栄と皆様方の幸福

を念顆し、業務内容などを常に検討改善しつヽ 、 その使命の達成、業績の進展を図り、この栄ある年をいっそう

意義あるものといたしたいと存じます。

皆様方の相変らぬご協力とご援助を賜わりますようお願い申し上げまして、ごあいさつといたします。

B召禾□47弁三11 月
理事長 戌氾投多こ



創立者小山房全殿

長野県、依田信浪絹絲紡績株式会社々長工藤善助の二

男として明治15年 8月17日生、上田中学、西ヶ原蚕業

講習所卒業後小諸町純水館々長小山久左衛門の婿蓑子

となる。製糸業に従事、大正6年 2月純水館茅ケ崎製糸

所創立、業界およぴ茅ケ崎の発展に多大の功績を残し

た。 昭和 7年有志と相諮り広瀬頼彦 （現理事長）を事

務長に迎え 、保証責任芽ヶ崎信用組合の設立に尽力し

た。温厚篤実、至誠、高邁な人格は地元の信望篤く昭

和10年病魔に浸されるや地元町民挙げての快・癒大祈願

の甲斐なく同年 9月15日54オにて逝去された。

理事 中川 文次郎

理事 水沢喜重郎

理事 戸塚辰五郎

専務理事 堀越誠 常務理事 平野寿 理事 森亘

定例役員会 理事山本銀＝

監事 難波直治 監事小島芳太郎 監事 米山 一夫 理事 尾高長吉



0召禾07 8 9 ID 11 12 13 14 15 16 17 18 19 --1|| 
I l I - 1 
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●吉沢作造

●米 山 秀作

●小 山 房全

● 山 本格 三

君塚義雄

●伊藤回造

堀越誠

●岡 1U奇信吉

● 寺 田純 一

●加膜徳四郎

●水沢喜之助

●大井新

● 小 島 国太郎

石田文吉

・渉を谷藤吉

組合長理事長

専務理事

常務理事

理事

監事

● 故人

●伊藤

●米 山和助
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● 1左 野政治
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治直波難
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加月漆徳四郎 水沢喜之助 大井 新 小島固太郎

君塚義雄 伊藤国造 岡崎 偏吉 寺田純 一

邸橋誠 一 伊藤勇 米山和助

青木林蔵 飯田喜之助 渋谷藤吉

伊藤良助 篠田清松 伊藤喜乎 消水 三 郎



平塚地区

寒川地区

広田厳

概間正雄

雀鳥箱tt也巨こ

永野忠雄

岩沢正 二

(1りfl|南連約

房f‘ 正博

キ公＊＊士也区：

―-山 本卓 一 オく越源 三 永島 H告

藤崎 三 男 士反蒔召計三立佳 /jヽ オ木矢n男！
(（11平野紙器製作所 湘洋工業株式会社

森 長蔵 平野和男 中村澄男

侶埜村製作所

和寸上卓 二 埜村安之 伊藤彦十

茅ケ崎地区

I 広瀬顆彦 堀越 誠

中川文次郎 7k沢著［重郎

＇ ヽ 聰沢地区

） 
森 亘 戸塚辰五郎

山 本銀三 尾高長吉

＇ ＇ 
i度辺忠市

葵佳` i皮直治 ノト島芳太郎

米山 一 夫 山田正 一

石坂圭 二 木林正雄

中野 実 二 見芳郎

イ手藤留治 山 口吉蔵 山本正治

大箭与平治 長谷川辰次 武藤良策

入沢市蔵 フK名}手□男 i兵 イ言一良〖

望月イ呆太郎 佐朦規矩彦 杯フ イ言太郎

や'9代寿一郎 矢崎有信 大森松夫



会 数の推移

昭和26年度●●●●●●●●●●●.ぃ的
m●●●●●●●●●●●● I,229 

28●●●●●●●●●●●●● I,191 

29●●●●●●●●●●●●● I,267 

30●●●●●●●●●●●●● |．302 
31●●●●●●●●●●●●●4 I,332 
32●●●●●●●●●●●●●● |,385 

33●●●●●●●●●●●●●●● I,494 

34●●●●●●●●●●●●●●●●4 I,620 
35•••••••••••••••••~ I・734 
36●●●●●●●●●●●●●●●●●●4 1,821 
37●●●●●●●●●●●●●●●●●●● I,893 
38●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● I,995 
39●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,082 
40●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,227 

41●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,318 
42●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,515 
43●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●t 2,541 
44●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,712 
45●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,806 
46●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 2,588 
m●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●l .654 
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42 43 44 45 46 47 (9月）

昭和 7年当時、我が国の経済界の不況はいよいよ深刻の度

を増 し、 必要な産業資金は中央に集中したため、全国的 にそ

の打開と自力更生運動が強力に展開されていた。信少11小諸

市出身の製絲業純水館々長の小 山房全氏（当時茅ヶ崎在住）

は、 この不況克復は勤倹貯蓄と共存共栄を基調とし、 地域

産業の助成を生命とする産業組合法による信用組合を設立

し、その使命達成をはかることが茅ヶ崎町の発展に寄与す

る処大なりと 信 じ、町の有志山本格三 、米山秀作、加藤徳

四郎、水沢喜之助、渋谷藤吉、寺田純一、大井新、君塚義

雄、堀越誠、小島国太郎、岡崎信吉、石田文吉の12名と相

諮り組合設立を推進した。

先ずその年の9月25日最初の会合が純水館において開かれ、

この日、 小山房全、 山本格三 、寺田純一 、水沢喜之助、加

藤徳四郎、広瀬頼彦の 6氏が集った。

当日は創立委員候補者の人選を次の如く決定した。 即ち上

記の 6氏 の外、米山秀作、君塚義雄、堀越誠、伊藤同造、

岡崎信吉、大井新、渋谷藤吉、石田文吉、 小 島国太郎、伊

沢吉五郎、米山和助、伊藤内匠の諸氏である。

その後、いろいろ宇余曲折があったが、 10月20日に創立委
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1932年

1933年

1934年
1935年

1936年

1937年

1938年

1939年

上海事変

五 ・一五事件
満9)• li 国成立

国際連盟脱退
ヒトラ ー政権

丹那トンネル開

室戸台風
ソ連国際連盟加入
第一回芥川貧 ・直木賞発表

ニ ・ニ六事件
準戦時体制

日華事変
日独伊防共協定
文化熊章制定

国家総動員法
ミュンヘン会談

ニ ッボン号世界一周旅行

‘̀‘‘ 
丹那 トンネル開通(1933)

800メートル1)レーに優勝したB＊チーム
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員会を開催した。 当日の参集者は、小山房全、 山本格三、

寺田純一 、君塚義雄、水沢喜之助、広瀬頼彦の僅か 6氏で

当時の世情を反映して前途多難が予想された。然しその場

で創立委員14名を選出し、その後委員間の意見調整を行な

い更に10月23日に創立委員会を開催、次の議案を決議した。

第 1議案 定款の作成の件

第 2議案 役員出資引受けの件 （一人10口ずつ）

第 3議案理事、監事選任の件

第 4議案 組合員の募集方法

第 5議案 会員募集の締切日 (11月 5日に決定）

第 6議案 事務所の位置 （茅 ヶ崎市茅ヶ崎5667番地に決

定）
紹 鱒

-̀→→ L̀ 

山

月

鉦

外

事業開始までの責任者（山本格三、加藤徳四

郎 、広瀬頼彦）

11月 3日に委員会を開催して組合員の募集結果を整理した。

12月14日に委員会を開催し 、①組合長推選の件、②創立総

会の日時等の件の 2件を協議したが当然組合長になると予

想されていた小山房全氏がご自身の事業の関係で組合長就

任を固辞されたため大きな壁に突き当って しまった。然し

ながら組合長の適任者がないためにいたずらに時日を費す

訳にもゆかなかったので、当時茅ヶ崎町に居住されていた

退役海軍少将の吉沢作造氏に就任を依頼しようということ

になり 、小山 、山本、堀越、米山、 君塚、加藤、広瀬の諸

氏が代表で連日にわたり同氏の自宅を訪問懇請につとめた

第 7議案
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1940年

1941年

1942年

1943年

1944年

1945年

ノモンハン事件

日独伊三国同盟調印
南京政府成立

生活必茄物森統制令公布
真珠涜攻幣（大平洋戦争）
関門ト ンネル間辿
金融統制団体令公布
金融事業繋備令公布
大日本言論報同会
学徒動貝
伊太利無粂件降伏
本土空製はじ まる
神風特別攻隈隊

沖縄陥落
広島、 長崎へ原緑投 ，、
ポツダム宣言受諾

大平洋戦争終結

幽

-大平洋戦争(1941年）-
“̂h-

結果、

1. 

次の条件

組合のイ昔入については個人保証はしない。

2. 出査金はー ロしかもたない。

3.役員には融資しない。

4.全役員は私の言 うことをなんでも問くこと 。

を委員全員が菩約害として差出す ことにより就任を応諾し、

ようやく創立総会を開くまでにこぎつけたいきさつがある。

この条件は後日組合長として組合を統轄し、組合業務を推

進する上で効果があった由である。

昭和 7.10 小 山房全氏が中心 となって発起人12名により

創立委員会設置。創立委員は小山房全、山本

格三、君塚義雄、加藤徳四郎、石田文吉、 ．小

島国太郎、大井新、渋谷藤吉、伊藤 且造、水

沢喜之助、寺田純一 、堀越誠、米 山秀作、岡

崎信吉の14氏

産業組合法に基く保証責任茅ヶ崎信用組合設

立認可。

創立総会にて初代組合長に吉沢作造就任。

理事 小山房全、 山本格三 、寺田純一 、堀越

誠、米山秀作、君塚義雄、伊藤回造、

岡崎信吉、加藤徳四郎、が就任。

水沢喜之助、大井新、渋谷藤吉、石田

文吉、 小島国太郎が就任。

昭和 7.11 

昭和 7. 12 

監事

昭和 7年12

昭和 7. 12 

設立登記

茅ヶ崎市茅ヶ崎5667番地に於て業務を開始。

旧本店 昭和37年11月11日

40
年
の
で
き
こ
と

独無条件降伏
1946年日本同滋法公布

メーデー復活
金融緊急措凶令公布

新円による 500円生活
ニ ・ーゼネス ト宜言
新制裔校 ・新制大学発足

下山 ・ 四I悠 • 松川事件起る
1950年湯川秀樹ノ ーベルtt受tt
法陥寺金幽焼失

1951年朝鮮戦争
金閣焼失
日米安全保障条約
民間放送開始

1952年 李承晩ライン設定
血のメーデー'lt件

1953年テ レビ放送開始

1947年
1948年
1949年

湯川秀樹ノ ーペル賞受賞(1949)

ヒ
曇
—

.



昭和 8. 4 第 1回通常総会を開催、 事業報告書 、財産目

録、貸借対照表、損益計算書並ぴに損失金処

分を承認。

預金 組合貝 37件 11,841円

家族135件 3,000円

団体 8件 366円

180件 15,207円

貸付金 44件 8,055円

出資金組合員 156人 3,353円

祖失金 506円51銭

昭和10.9 創立者理事小山房全死去

昭和13. 9 保証責任茅ヶ崎信用販売購買利用組合に改組

昭和13.10 白米販売を開始

昭和15. 7 精米事業を開始

昭和17. 12 小和田地区に出張所新設

南湖地区に出張所新設

昭和19. 6 市街地信用組合法に甚＜茅ヶ崎信用組合に改

組

昭和20. 9 庶民金庫代理業務取扱開始。

昭和21. 4 旧勘定、新勘定分離

昭和21. 5 通常総会にて組合長吉沢作造退任。

第 2代組合長に米山秀作、専務理事 に広瀬頼

彦 それぞれ就任。

昭和23. 5 通常総会にて昭和21年 4月 1日より昭和23年

3月31日至る4期間の新勘定の決算を承認

（昭和23年 4月 1日午前 0時現在新旧勘定合

併）

昭和24.6 国民金融公庫代理業務開始

昭和25. 4 中小企業等協同組合法に基く茅ヶ崎信用協同

組合に改組

昭和25.12 本店の土地、 建物買収（茅ヶ崎市茅ヶ崎5565

番地）

昭和26.11 信用金庫法に基く茅ヶ崎信用金庫に改組

本店を茅ヶ崎市茅ヶ崎5565番地に移転

アイゼンハワ ー大統領就任

40 

1954年 ピキ ニ水爆で第五福竜丸被災
自衛隊発足

1955年 自由民主党結成
原水爆禁止世界大会

年 1956年 日本国連加盟
の 日ソ国交回復
で 1957年 ソ連人工衛星打上
き 1958年 第3回ア ジア競技大会
ー令

勤務評定反対闘争-
と 1959年皇太子結婚式

キューパ革命
1960年 日米新安全保障条約

カラーテ レピ放送
浅沼社会党委員長

1961年 股業華本法成立
1962年 国産原子炉に点火

昭和27. 2 南支店用地買収（茅ヶ崎市茅ヶ崎字束石神58 昭和40. 5 藤沢市の一部（辻堂、羽鳥、大庭、鵠沼）へ
81番 の52) 地区拡張

昭和31. 12 中小企業金融公庫代理業務開始 昭和40. 11 小和田支店開店 （茅ヶ崎市浜竹 3丁目 2番32
昭和34.10 中小企業退職金共済事業団代理業務開始 号）

昭和35. 7 本店事務所新築落成 昭和44. 2 日本長期信用銀行代理業務開始
昭和37. 2 住宅金融公庫代理業務開始 昭和44.10 平塚市へ地区拡張
昭和37. 7 全国信用金庫連合会代理業務開始 昭和46. 5 日本興業銀行代理業務開始
昭和37. 10 南支店開店 （茅ヶ崎市幸町 2番24号） 昭和46. 7 寒川支店開店（高座郡寒川町岡田112番地）
昭和37. 11 創立30周年記念祝賀式執行

昭和40.5 理事長米山秀作退任、第 3代理事長に広瀬頼

彦、専務理事 に堀越誠がそれぞれ就任

・社、べ土，~ •コ
II 

昭和46年11月25日 広瀬理事長黄綬褒章受賞

『9~
キューパ封鎖

40 

1963年 ケネディ暗殺
1964年 東海道新幹線営業

東京五輪大会
1965年 朝永振一郎ノーベル賞

年 日韓甚本条約調印

の ・1966年 中国文化大革命
1・ 
で 政界の黒い霧問題化
き 1967年 日米首脳会談-.. 羽田空港流血デモ事件 新幹線開通(1954)、一
と 1968年 川端康成ノ ーベル賞受賞 オリンピック開催

パ リ会談 万国博開催(1964
1969年 沖縄本土並返還決定

米国初の月探険
1970年 国産人工衛星打ち上げ
1971年 沖織返遠
1972年 当金庫創立40周年を迎え
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東海道ベル トライン の
） 

角し

おちついたたたず まいをみせる

この静かな街並み

見この静寂の中にも

激しい時代の波がおし よせ

敏感な反応をみせてい る

恵 まれた環境と

都市集中

郊外の急速な開発

静穏な広か りの中に

厳しい歴史の繁栄を発見する
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座談会“あの8あの時，9
出席者

創立者故小山房全氏夫人

小山敬子

理事長

広瀬頼彦

専務理事

堀 越誠

寒川支店長

小林一郎

本店営業部貸付課係長

渡辺泰男

南支店貸付係

秋 元光

本店営業部営業課預金係

船戸玲子

司会

常務埋半

平 野寿
（敬称略）

日時昭和47年10月16日

場所市内喜久本
広瀬頼彦氏

ーロに40年といいますが、

それは長くまたけわしい道の

りでもありました。 とくに創

立のころの経緯は忘れられが

ちです。 幾多先達がどんな労

苦をして今日を築き上げたか

そしてそれを今後の発展にど

の ように結びつけて ゆくか、

いろいろな年令層の方々にお

集まり願い話し合って いただ

きました。

●創立40周年の感想

゜
（司会）平 野寿 氏

小山 敬子氏

司会 今日はお忙 がしい中をお集まりいただきありがとう

ございます。ご承知のと おり今年で創立40周年を迎えたわ

けですが、今日は設立から今日までの足どりをふりかえっ

て、いろいろお話ししていただきたいと思います。

創立された昭和 7年のころといいますと 、上海事変が起

こり社会的 に混乱の時代で、経済的にも不況で資金需要が

低下したという非常に不安定な情勢でした。ですからそう

いう時期に創立されたという こ とは 、大変な努力がなされ

たと思われるわけです。今日ご出席の方々の中にはそのこ

ろのことを知っていらっしゃる方、 また知らない方もいら

れる わけ ですが、まず小林さんから40周年を迎える感想と
いうところから話していただきましょうか。

小林 私が当金庫に入りましたのは昭和26年で今年が21年
目に なるわ けですが、そうしますと私の勤務年数の倍にあ

たるわけで、とても 長い道の りだった という 実感をも って

おります。 昭和 7年といいま

すと私が小学校入学の年で、

経済情勢などわかりませんが、

長い年月であった と思います。

司会 長 い間の努力の結晶と

いえますね。

船戸 私は入ってか ら6年半

で、今40年と聞いて 、昭和 7

年には勿論生まれてもいなか

ったわけですから、随分昔の

こと のようにも思えま す。 そ

れだけに40年の記念の年を迎

囀

i I 

.. J 

えますのは 、とて も幸せだと思いますし、 何 も知らない私

達が先輩の方々のご努力を思 うと、私達が祝賀をする資格

があるのか、とてもずっしりとした責任感を味わっていま

す。 これからのことを思いますと、よけいに心配にもなっ

てきます。先輩の方々のご苦労にどのように報いていける

のか、引きついでいけるのか、不安な気持もします。

堀越 そうですね。今のお話のとおり、当時の関係者とし

て残って・いるのはここに居られる広瀬理事長と君塚義雄さ

ん、石田文吉さん、それと私ぐらいで、 40年前のことを考
えてみますと私も広瀬理事長同様若輩 だったわけでして信

用組合といってもよく知らなかったわけですから。

● 創立のころ

堀越 今お話にもありましたように 、あの頃は組合を作ろ

うなんてとても名えられな

い時代でして、 今 日の隆々た

る姿をみると、本当に小山房

全さんに先見の明かあ ったと

しかいえませんね。私は実は

非常勤理事でして理事長や小

山敬子さ んの方がよく知って

おられると思し、ますが・・・・..。

小山 いま先見．の明というお

話でしたが、何しろ当時は 1

日労賃が50銭という時代でし

て結局組合を作ろうと主人も
堀越誠氏

考えてはいたのですが、つまるところ人材の問題にいきあ

たりまして、広瀬さんが来てくれなくてはやめる 、 といっ

ていました。私も実は大変な時代でしたので組合には反対

しまして（笑）何しろ自分の事業が赤字の有様で、堀越さ

んも一緒に初めても随分心配されたのではないですか（笑）

堀越 いや、そんなことはありません。（笑）

小山 山本格三 、寺 田純一 、水沢喜之助のみなさんも正直

なところ困っていまして、いやとはいえないし、かといっ

て会員は集まらないし、赤字になるに決まっているって

（笑） 結局広瀬さんが来て下さって実現したわけですが

そ ういう意味では先見の明があ った といえるかも 知れませ

ん。（笑）

広瀬 いや小山 さんの人徳ですよ。いろいろいいながらも

結局有力者が集まってきたのは…。当時は不況のどん底で

小林 一郎氏

国も 地域経済の振興のために

は組合しかないと考えており

県も動き出して、神奈川県は

おくれていたのですが、私が

県へ申請に行った時は平塚、

藤沢、大磯と秦野と 4ツにカ

を注いでいたんです。藤沢は

政争で中止にな ったのですが

県では茅 ヶ崎は何年た っても

出来ないと考えていたのだと

思います。 といいますのも当

時茅ヶ崎の町政がうまくいっ

ていない時で、茅ヶ崎に作ろうというのなら藤沢へ教えて

もらいに行け、 といわれたくらいです。 小山 さんは初め寺

田純一 さん、 山本格三 さん、加藤徳四郎さん、水沢喜之助

さんの 5人を集めて会合を開きましたが、最初はなかなか

人が集まらなくて、一人として心か ら賛成した人はなかっ

たと思います。どうも 利用されるんじ ゃないかと 思ってい

たようでして、（笑）組合の性格をよく知らなかったわけで

すね。 それでも結局小山さんの人格ですよ 。断わ ることが

できなくって 、寺田さんなんかも反対したのですが、米山

秀作さんが監督するからといって創立の運びとなったので

す。

司会 結局 、小山 さんの人格によって結成されたといえま

すね。

広瀬 そ うですね。ただ街に声をかけたってとても 組合員

が集まる可能性はなかったんです。そこで役員も一人10人
ずつの会員を集めろというわけでした。皆自分の使用人の

名前なんかを使ったりして、県から は 100人集めろといわ
れてなんとか人数を集めたのですが……。

司会 組合長に吉沢作造さんをお願いに行ったのは何か事

情があったのですか。本来なら小山さんがなられるべきと

思いますが。

広瀬 いや、そのことは先程小山さんの奥さんがおっしゃ

った ように、ご自分の仕事のこともあって皆に利用される

んじゃないかという気持がありまして、組合長を引き受け

ることは組合のためにはならないとは っきりおっしゃって

辞退されました。ところが、吉沢さんがなかなか引き受け

てくださらなくて、結局出資はーロしか出さない、借入れ

の保証人にはならない、役員には金を貸さない、何でも自



渡辺泰男氏

●順調だった揺藍期

分のいうことは 間 く、とし、う

きびしい条件つきで弓 1き受け

てもらったのです。 まあ実際

にはそんなきびしさもなかっ

たのですが・・・..。

司会 まあそうこう して、い

ろいろな曲折と試練を経て設

立 のはこびとなったわけです

が、昭和 8 年、 9 年と •それか

ら数年も大変な時代が続き、

社会全体が戦争体制に編成さ

れてい った時代でした。

司会 金融而でも統制が強化されていったわけですが、そ

の ころの信用組合はいかがでしたか。

広瀬 案外茅ヶ崎は 、それはどひどいことにならなか った

みたいですね。 ただひとつだけ、県知事から｝農業組合に改

組せよ 、 という圧力が加わ って、吉沢さんが 「とんでもな

い、強いていうなら解散も辞さない」 というところまでい

ったこともあ＇）ましたが、それ以外は社会 の混乱の状況の

わりには順間でした。

司会 そ して新円切りかえ、金融封鎖とい うよ うな試練の

時代を迎えるわけですが、そ の辺 の ところはいかがでした

か。

広瀬 そうですね。皆あまりどうということはなかったで

すよ 。 まあ他の金融機関なんかいろいろあ ったようですが

私共は地元との密瘤度が強かったし、まあさわいでも仕方

な¥,ヽ という の で、とくになかったですね。

司会 そうこ うして戦後の どさ くさの時代になるわけです

が、小林さんの入られたころはどうでしたか。

小林 23~4年ですか、 戦後のいわゆる間市があ ったり 、

経済の混乱時代で、当時私は学生でした。信用金庫に衣替

えした直後の26年に入ったわけですから、まあ朝鮮動乱が

一段落して、経済もややうるお ったころでした。

だけど、やはり金融はひっ迫 した時代で、手形割引のと

き歩梢みなんか問題になりましたね。他 の金融機関は随分

ひどいことをしたこともあったよ うですが、当金庫は固い

方針で、 5分以上は迎けようということで手形もよい手形

がきました。何しろ「貸して下さい」 という時代でして、

まあ今も多少その傾向はありますけれども、会員に入られ

る方も、皆借りるのを目的で入会した時代でした。仕事 も

今よりやり易かったともいえます。

広瀬 それでも当時預貸率は50% しか出なかった（笑）。伸

びも考えてみればよかったんだな。（笑）

小林 私が入ったころの記憶では50何％かで、預貸率は60

％ を切っていましたね。

● 家族的だった職場

司会 渡辺さんの入られた時はいかがでしたか。職場の印

象など。

渡辺 まず家族的というか、和気あいあい、という感じで

職員も 20人足らずでした ……。 とにかく理事長の印象が強

くて 、堅実そのものでして 、先賊にもいろいろとそういう

ことをいわれました。 そのこ

ろの印象 がぬけなくて、今で

もこわくなったりして（笑）、

ー何しろ教えられることばか

りで、それに、公私の別をは

つき ＇）も っていられまして職

場を離れるとガラ．1)と変わる

んですね。私には理事長の印

象が強烈に残っています（笑）

広瀬 若いころは荒っぽくて

秋元 光氏 ね（笑）。 考えてみると夢のよ

うな気がします。

渡辺 当時のとお りやられたら、皆びっくり しますよ（笑）。

秋元 私が忘れられないのは本店ができて間もないころで

ある女子職員とちょ っ とした口げんかをしましてね。 入っ

たばかりでしたから、そのことは想い出として残っていま

す。 いろいろな面で今と違うところがありましたが、内輪

の家族的仲間同志という感じでした。

小林 私の入った時も家族的だったわけですが、皆職員同

志が名前を呼んでいるんですね。広瀬さんなんて…。 そこ

で私は理事長、専務と役職名をいおうじゃないかと提唱し

たんですが、とくに女子職貝がなかなかぬけきらなくて、

ようやく理事長さんと呼ぶので、いや理事長でいいんだ、

それで敬称なんだ、という具合で、私も初めびっくりしま

したね。

変ったわお客様気質
司会 金庫の中の話も尽きま

せんが、お客様気質の変化と

いう点ではし、かがですか。

広瀬 まずそれに関連して、

預金集めの苦労の仕方が変わ

ってきています 。預金はとて

も集まらないというので、各

戸に貯金箱を備えて、日掛10

銭を集金したものでした。 と

にかく 100円札で買物に行く

といやな顔をされるという時代ですから職員が少ないとい

うこともあって 、その点今と比べると大変な違いでした。

司会 お客様の方で自主的に預けてくれるわけですか。

広瀬 そう、そういう日掛というものが預金源で、お客様

の層もまじめというか固い人ばかりでして、実際には預金

など思いもよらないという人が多かったというのが実情で

したね。

銀行なんかも、お客様が足を運ぶということはほとんど

なかったようで、支店長以下 4~ 5人でしたから、支店長

が集金に行って、帰ってきて貸付係をやったりして （笑 ）。

司会 お客様との結びつきといいますと……。

堀越 職員もお客様も随分変わりましたよ 。今はお客様が

増えたということもあり 、多忙になったということもあり

ましょうが、以前は知り合いの人が気軽に手をふって入っ

てきましてね。

秋元 それと、時代の影響といいますか、お客様の知識も

豊富になり、金融機関の競争も激し〈なったということも

あると思いますが。 • 

船戸 窓口にみえるお客様も、昔のことはよくわかりませ

んが、今のお話を伺っていますと、随分違ってきていると

思います。何か人とのつながりというより、 ドライになっ

たというか、若い人が増えたせいもあって 、他行といつも

比較するわけですね。これだけ預金したらあそこではこれ

だけサービス品 をくれたとか。 （笑）

司会 事務的になったという こと ですかね。

渡辺 それはありますね。大体、私の入ったころも今のよ

うにあくせくしていなかったし 、個人的な知り 合い 、家族

との知り合いなんかで取引ができることが多かったですね。

船戸 定期預金の中途解約にこられたとぎなど一応中途ではできな

い旨説明しますと 、引 っ越しだとか 、赤ちゃんが生まれた

とか、お客様に頼まれるんです。その翌日 、他の金融機関か

ら非課税申告の廃止届がついたりして、こんな時、気持が

通じなかったのかと悲しくなることもあります。

小林 そうですね。 中途解約はとても淋しいですね。

． これからの方向

司会 お客様も 、私達もどんどん変わっていく時代ですか

ら、段々むずかしい時代になってきましたね。 ところで、

今までいろいろお話していただいた中で、金庫の一貫した

流れといいますか、金庫の精神というものも諸先輩の努力

によって築かれてきたのですが、移り変わりの激しい時代

にどのように対処していくべきでしょうか。

渡辺 そうですね。私は金庫と地元が密着した姿をもっと

深めるべきで、別に変わることはないと思います。今、40

年の基盤が出来たわけですから 、その一 貰して流れてきた

精神をさらに強め、高めることが私達の任務だと思います。

船戸 非常に抽象的ないい方ですが、信用金庫でなければ

出せない、という特色を出して地元の人とより深く結ぴつ

いていくことが、これからの方向のように考えます。

秋元 そのとおりだと思います。 これから金融機関も段々

と国の保護から離れて、自由化していくでし ょうから、よ

り強い基盤作りを考えていかなければと思います。

司会 小山 さん、外部からみていかがですか。

小山 銀行なんか、ち ょっ とした融資でも手続きがとても

面倒でして、その点信用金庫は地元のためという姿勢があ

りまして、とてもいろいろ面倒をみてくれるし、手続きも

簡単で助かっています。

司会 その点まだまた事 務の椅素化を考える必要がありま

しょうね。

堀越 船戸君もいったように 、他の金融機関でできないこ

と、これに尽きますね。 銀行なんか、地元のことを知らな

い人が支店勤務で来て、また1貰れたころに転勤してしまう
んですから。 その点、私達は地元の人で固め、いつも地元

の発展のために微力を尽しているわけです。 手続きも早く

出来るし、地元のお金は地元の繁栄のために投資するとい

う姿、そして地元の金融機関としての性格をおし進めてい

く必要がありますね。

司会 “地元の繁栄は金庫の願い"という気持を継続し濯杖底

呑せていくということですね。

結論の出ましたところで終りたいと思います。 いろいろ

と多彩なご意見、お話をいただきありがとうございました。





よみがえってくる 数 々の息 い出。 苦しいこともありました

が、楽 しいこともたくさんあリました。f-1：事 を辿 じて苦楽
を共にした仲間達 と、し 、ろ¥.ヽろな経験を柏 んだことは 、し、

つまでも 忘 iLらiしな¥.‘でしょう 。

職li旅行で、 クラプ活動 で、紅外な人の邸外 な1(1iを発見 し
たものでした。

私たちは、これからも、余暇を利JIJして 日滑な人l:ij関係 と
明るい職場づく りに努めたいと名えています。
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私たちの今 日の隆盛は、お客様のご支援の賜物でした。地

元の皆様の姿は、私たちの姿です。 お客様の繁栄と幸せは

私たち の心 からの願いです。お客様との数々の楽しい思い

出は、 私 たちの楽しい思い出です。

これからも尚一層 、お客様に喜んでいただけます楽しい計

画を考えていきたいと思います。

●
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ある得意先係の1日
だ。早速係全体でアプローチヘの秘策を練る。

金融機関は競って大衆化路線をしき 、預金獲得競争は 日1

日と激化の様相 を呈している。お店でお客様を待っている

という時代は過去のものとなった。その意味で、今や得意

先係は、

サ
ー
ピ
ス

と
は

お吝様との接触の最先端に位置し、実績向上の鍵

を握っているといえる。

この変化の激しい時代に、得意先係が毎日どのような活動

をしているのか、 k君と共にある 1日の行動を追ってみた。

k君の 1日は朝の情報交換から始まる。 自分の受け持つ地

域のお客様の動きに何か変化はなかったか。 自分の地域の

関係で他の得意先係に流せる情報はないか 預金係 ・貸付

係との打ち合せも欠かせない。咋日たまたま土地代金の二

額も大きく、 入社 7年目を迎えたK君の最も緊張する一瞬

ュースが入った。 土地柄、このような情報は多くな り、金

額のお客様を大切にすることも金庫の性格上常に忘れられ

ない。相互に今日1日の予定を合議し確認して最後に係長

がまとめる。

くとも、

9時30分k君は店をあとにする。

しかし、少

今日の最初の訪問先はMふとん店。便利で普及度の著るし

ぃローンの利用をすすめてみる。得意先係はお客様に応じ

ー
活
設
計
も

↓
祐

用
の
仕
方
を
指

た有効なお金の使い方を考えていなければならない。

は住宅ローンの制度を〈わ しく説明する。

k君

少しご無沙汰していた Aさん宅を訪れる。格別の用件はな

こうして雑談することも大切な仕事だ。 k君は先

盟の注意を思い起こし、不行届き のないよう常々 お客様と

の人間関係を大切にしている 。

とって軽視できない仕事である。単にお金の出し入れでな

く、金庫にはどのような預金があり 、どんなサービスをし

I靴店の集金にまわる。毎日の売り上げの集金は、

ているのか、最新のニュースを知らせる義務があると思っ

ている。

話はときには個人的なものに及ぶ。

か・

そんな処から人間関係

が深まり 、ときとして思わぬ新規開拓ができたりする。

k君は次の集金先で、新 しく企画された旅行積立預金をす

すめてみる。可能性がある。次の訪問日を約束する。

ここが最もむずかしく k君としても腕のみせどころだ。と

か飲屋など人の集まるところへ顔を出すとアプローチがで

きたが今はあわただしくなって、

k 君はいつも考えていること一―—それはサービスとは何か

ということだ。 こうして今日 1日の仕事は終わった。

店を出て家路を急ぐk君の後姿が夕やみに消えていった。

彼の後姿から今日 1日精

てきた。

とは K君の実感。

杯働いたという滴足感が伝わっ

，一9
,

9

-

、
-
＿
_
＿
―
―
―

――――――

L-
__ ’
 

びこみ、紹介、縁故といろいろなアプローチの仕方がある

k君に 要はK君の熱意いかんにかかっている。以前は床屋と
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一升場の夢・・・・・・・・・・・

二光化成株式会社

大成化光株式会社

社長 大： 森；杉:昧:(61オ）

税務署には 、泣きごと言

い、銀行には 、ほらを吹 け

というのが経営者の方針で

あるが、私も適当にほらを

吹 き吹 き、 25年という長い

問信用金廊に厄介になった 。

この間一度破産状態におち

いり 、現理事長に泣きつい

て特別沢山貸していただい

たことを、今でも深く感謝

している。 同郷のよしみと

中学の先戟ということで特

別，汁らってくださったのだと思うと、貢任が箪く、理事長に迷惑を

かけないようにと、党悟し努力したのを思い 出す。

私の悪い癖は 、何か仕事を始めると 、予定をすぐはらにして、 他

人にしゃぺってしまう ことである。 金を借りる都合もあってのこと

ではあるが。しゃぺってしまった以上必ず実現しないと、本当のは

ら吹きになってしまうから、そうならない様にと思うと、あんなこ

とを言 はなければよかったと思うことが常であ り、私の人生の殆ん

どは 、ほらに追われて苦しんで来たというのが本当である。然しま

あまあ現在のところまでは 、ほら吹きといはれていないらしいので

悪運の強い男であると思っている。

金廊へせっせと通った頃、痛切に感じた こ とは、銀行へ行った時

は、奥へ行って偉い人と話をしているようではいけない。 入 口で用

事をすませ、さっさと帰えるようでなければいけないと思った。

私の様な小経営者に 、其剣になって一番多く頭をさげた人は誰か

と聞けば、金融業者だと答える人が多い。私自身もそうであり、全

く情なくなったこともある。 そうして其の時｀私は何時かは必ず一

度はやってやると決心 したことがある。そして今でもそれを楽しみ

にしている。実現不可能の夢という方が本当かもしれないが、夢は

夢として、又楽しいものである。先ず努力して一憶円を短期の定期

預金をする。 そして期日が来たら午後 3時15分前に現金支払いを請
求する恐らくないというであろう。 l:l刊いたところによる とよほどの
銀行でも 3時頃 11窓円の金を残してお〈と ころはないそうである。
そこで支店長にぺこぺこ頭をさげさせるという寸法である。下っぱ

が頭をさげた位では承知しない大 きい声を 出せば、他の客の手前 あ

わてるにちがいない。 だが気のきいた銀行ならば前日までに延長を

申込んで来るだろう 、その時は代理クラスでは話にならないといえ

ば、支店長がしぷしぶー升瑶位は持って挨拶に来るだろう。楽しき

哉である。

こんなことを 、大変厄介になった信用金庫へ行ってや るかやらな

いかは別問題であ り、 相手が金融業者であれば誰でも良い。留飲が

下ることである。

困難を克服して 25年

山本林業株式会社

社長 山 本 卓ー (45オ）

私と茅ヶ崎信用金庫との

関係は 、終戦後間 もない 、

昭和23年の春ごろに始まっ

たと思う。

その頃は 、終戦に伴う混

乱した社会惜勢も 、ようや

く落ちつきを取りもどして

米ていた。

当時の信用金庫（以下信

金とする ）は、今の三菱銀

行茅ヶ崎支店と料亭喜久本

との中間にあって、商工会議所と同居で営業していたが、米山秀作

理事長 （故人）と広瀬頼彦等務理平 （現理事長） との コンピで、も

っぱら 、戦後の復典期にある地元中小商工業者のため、円滑な金融

を行なってい た。

この年はまた、わが茅ヶ崎の人 口がやっと 3万人を超えて 、待望

の市制がしかれた翌年にも当っていた。以来 、25年の成月が流れて

今回、信金もめでた＜ 創立40周年のよき日を迎 えたとの こ と、往時

を想うと誠に感無磁のものがあ ります。

当時の私は、市内小和田 で材木の仲 買人をはじめたばかりの小商

人。 なにぶんにも査金がないので、いきな り信金へかけ込んで、い

まは亡 き米山 さんや広瀬現理事長の格別 なご厚意によ り、 金 3万円

を借用 に及んだことを 、いまなおはっき りと記憶、しています。

その ころは材木も安くて、この金で17屯貨車 2車両分を仕入れる

ことができました。全く夢のような話であ ります。

以来、たぴたぴご無理な而倒をみていただく 一方、私もまた幾多

の困難を克服し て、どうにか今日の小社、 山本林業株式会社を築く

ことができました。これもひとえに信金のご厚倍によるものと感謝

いたしてお ります。

現在、当社の県外支店とか、為替の関係とかで、 他 の 2、 3の銀

行とも 取引 はして いるものの、碁本的には信金にウエ イ トをおき、

過去のご厚情を忘れないようにしております。

信金におかれても、堅実、かつ誠実をモッ トーとして、激動期の

金融業界に確固たる基盤を築かれ、今日の発展をみるに至ったこと

は、誠に艇賀に堪えませんが、これというのも 、広瀬理事長、堀越

専務理事をはじめ、役職貝諸氏の永年のご努力があったればこそと

感銘を新たにしている次第です。

なお 、多年業界に尽くされた功組によ り、先年は米山前理事長が

昨年は広瀬理事長が受章の栄に浴され、それぞれ黄綬褒章を受章さ

れたことも特箪されるぺきでしょう。

信金今後のご繁栄を祈 ってやみません。

*44̂-

庶民的な営業方針

株式会社木内

社長 木内 哲夫 (35オ）

10月のある 日の夕方事務所

の運話のベルが鳴った社の

用事の電話と思って受話器

を手にしたら茅ケ崎信用金

庫からの電話で40年史の発

行に当り投稿願いたいとの

平でした一瞬躊躇いにしま

したが記念すべき事ですの

で一筆認める事に致しまし
tヽ
‘-O 

私の店と信用金庫さんとの

お付合は 、だいぶ長い様で

すが、私との付合は15年位です。其の15年間は長い様でも有り又短
い様でも有ります。私が信金さんの名前を初めて知った頃の茅ケ崎

は海も又海岸の松の緑も非‘常にきれいで静かな湘南の住宅地を代表

する様な街でした。

黄昏迫る頃は海岸線の彼方に伊豆 の山々又富士が夕日に輝きシルエ

ッ トとなって浮ぴ上る光娯は雑誌の挿絵にも出るような娯色でとて

も風情がありました。

10年一昔と申しますが過ぎ去った日々を考えますと 10年の歳月は非

常に短く感じます。

それは私だけでなく本誌をお読の方々も同感ではないかと私は思い

ます。 当時の茅ケ崎は人口も少なく街も現在のよ うな活気もなく、

ただ静かに軒を並ぺただけの商店街があるだけのように私の目には

映りました。

茅ケ崎信用金庫さんが今年で創立40週年と、おliflきしその歴史の長
さに吃驚致した次第です。

私は信用金叩には年に 2度か 3I¾'.程度しかお伺い致しませんが毎日

伺がって居るような気持です。 それというのも毎日必ず先方さんか

ら来て頂いておりますので非常に親近感があります。私は何時も 信

金さんを気軽に我家の金hl1のように利用させて頂いております。

先方の都合も lillかず自分の都合で諸々の事をお願いしても気軽に引
受て頂いて非常に使利です。 このような庶民的な雰囲気のある営業

方針は対人関係も良く又営業の而でも非常に良い成績を上げておら

れる基ではないかと何時も私は考えております。

これから先も市民に親しまれる信用金庫であ って欲しいと願わずに

はおられません。

時が移り茅ケ崎も次第に発展し現在のように街も活気に溢れ甲斐中

斐しい立派な都市に成長致しました。 これも40年の長い歳月に亘り

他の産業と共に信用金庫が茅ケ崎市の発展に大きく貢献されたので

はないかと私は思います， 又このような事は信用金庫を利用致して

おる者の誇りでもありこ の先も信用金庫の益々の発展を願がってや

みません。

、/-

大銀行にない親近感

主婦 大川れい子 (36オ）

小学校時代の子供銀行に始

り、 5年間の勤務先として

の信用金庫、又結婚式から

現在に至る迄わずかばかり

の預金者として 、思いかえ

せば私の人生の大半を占め

る20余年間を共に歩んで参

りました。

この茅ケ崎にも 一流都市銀

行の進出が目立ち 、目新し

いものへと移りたがる人の世の常として、好奇の目を持って眺めて

いる常日頃です。

大銀行には無い親近感、きめの細かなサービス、これが信用金暉の

一預金者として一番望む所ではないでしょうか。

現在の様に値上りのはげしい時代に、預金金利以上の物価上昇に音

を上げながらも、預金の必要性を痛感し、お世話になっている次第

です。

ご近所の方々から梨金に対する苦情を聞くことがありますが、こん

なとき我が事の様に身の細る思いが致します。

窓口にいらっしゃる方、得意先係の方、直接お客様に接する方の態

度いかんによ って左右されるのではないでしょうか。

どうぞこれからも 一 人一 人が信用金庫の職員である事への誇りを持

って仕事にはげんで頂き度いと思います。

最後に今後も増々御発展される事を祈ります。
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木 金庫の瓢

感謝で迎える40年
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